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ヘッドライン　市民として必要な基礎・基本の化学ⅩⅧ 
児童・生徒・学生の主体的な学びのための工夫

　近畿支部企画として，小学校から大学院あるいは社会人教育までを視野に入れ，身近な疑
問を解決するようなヘッドライン記事を「市民として必要な基礎・基本の化学」の統一テー
マの下に企画してきた。18 回目の今回は，昨年までのテーマを踏襲しつつ，「人間（人格）
形成と化学」の視点に立って，副題『児童・生徒・学生の主体的な学びのための工夫』を設
定し，様々な教育現場において教員が実践している児童・生徒・学生の主体的な学びを支え
るための多様な思考や工夫について紹介する。
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次号ヘッドライン インパクトのある演示実験 Part 2

　千里高校は，1967 年に普通科高校として開校し，その後国際教養科を併設，現
在は国際文化科と総合科学科の二つの専門学科を併せ持つ学校です。国際化・情報
化の進む社会において，コミュニケーションツールとして外国語と情報機器を活用
し，豊かな国際感覚や確かな国際理解の下に，科学技術・政治・経済・文化等の分
野において，グローバルに活躍できる人材の基礎となる資質・能力の育成を目指し
ます。

表紙の言葉　大阪府立千里高等学校


